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平成30年三条市議会第３回定例会一般質問発言通告表 

発

言

順 

議席 

 

番号 

氏    名 

〔質問方式〕 

 

質    問    要    旨 

発   言 

 

予 定 日 

１ ９ 小 林  誠 

〔一問一答〕 

１ 耐震性に問題がある三条庁舎の今後について 

２ ことし２月に発生した嵐南小・第一中学校一体校での落雪事

故について 

３ 中学校などの上位大会出場による懸垂幕の掲示について 

６月 2 1日 

２ ６ 酒 井  健 

〔分割質問〕 

１ 三条市の子育て支援について 

 ⑴ 今年度の待機児童について 

 ⑵ サンキッズカードについて 

２ 土砂災害危険箇所等について 

 ⑴ 対象家屋数と周知について 

 ⑵ 安全確保について 

３ 下田地域の観光について 

 ⑴ 支援について 

 ⑵ 下田ブランドの確立に向けた取り組みについて 

４ 職員の勤務について 

 ⑴ 時間外勤務について 

 ⑵ 知事選に伴う対応について 

  （振りかえ対応はいかがなものか） 

６月 2 1日 

３ 16 佐 藤 宗 司 

〔一括質問〕 

１ 平成30年度施政方針について 

 ⑴ 施政方針の実現と10月に実施される市長選への対応につ

いて 

 ⑵ 芸術文化振興について 

ア 魅力ある地域資源の活用と発掘について伺いたい 

イ 民俗芸能｢中浦歌舞伎｣について伺いたい 

ウ 地域おこし協力隊の活用について伺いたい 

２ 平成30年度地方税制改正等について 

 ⑴ 森林環境税は市民の納得できる税となり得るか伺いたい 

 ⑵ 森林環境譲与税への対応について伺いたい 

 ⑶ 施政方針における林業振興について伺いたい 

６月 2 1日 

４ 14 名 古 屋 豊 

〔一問一答〕 

１ 国や県との連携の重要性について 

 ⑴ 県知事選挙の結果を受けて 

 ⑵ 衆議院小選挙区(第４区)における与党議員不在の影響に

ついて 

２ 三条市における新潟県央工業高校のあり方について 

 ⑴ 実学系ものづくり大学開学に向けての新潟県央工業高校

との連携について 

 ⑵ 県立高校の将来構想と新潟県央工業高校の存在意義につ

６月 2 1日 
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いて 

３ 教員の授業力(学習指導力)向上の取り組みについて 

 ⑴ 教員個々の授業力の評価をどのように行っているのか 

 ⑵ 授業力向上への取り組みについて 

４ 子供の安全確保について 

 ⑴ 新潟市西区の事件を受けての市の対応について 

 ⑵ 通学・帰宅時の安全確保について 

５ ５ 河原井拓也 

〔一問一答〕 

１ 三条市における選挙体制と投票率向上の取り組みについて 

 ⑴ 平成30年４月に行われた三条市議会議員選挙について 

 ⑵ 市民の政治参画、投票率向上への取り組み等について 

２ 下田地域における医療体制の確保について 

６月 2 1日 

６ ３ 馬 場 博 文 

〔分割質問〕 

１ 三条市の防災訓練について 

  （地震を想定した訓練が必要なのではないか） 

２ 燕三条駅の観光拠点としての位置づけについて 

 ⑴ 平成29年度施政方針で燕三条駅に｢燕三条工場の祭典｣を

紹介するコーナーを常設するとともに、そこに配置するコン

シェルジュを育成すると述べられているが、その進捗状況に

ついて 

 ⑵ 燕三条駅の観光拠点としての位置づけと今後について 

６月 2 2日 

７ ４ 野 嵜 久 雄 

〔分割質問〕 

１ 一般住宅のリフォーム制度の拡充について 

  （経済波及効果の面からも真剣に取り組むべき） 

２ ＪＲ東三条駅周辺の整備について 

  （特に三条市の管理責任はどうなのか） 

３ 三条市の長期ビジョンの中の人口減尐対策について 

６月 2 2日 

８ 12 笹 川 信 子 

〔一問一答〕 

１ 投票しやすい選挙にするために 

 ⑴ 郵便投票の対象者の拡大が議論されているが、その影響は

どうか 

 ⑵ 高齢社会が進む中で、投票所のあり方についてはどうか 

２ 健康維持と医療費の削減に糖尿病対策は欠かせない。対策は

どうか 

３ 子宮頸がんの予防ワクチンの考え方と対策についてはどう

か 

４ 防災・減災の観点から、道路及び踏切の対策をどのように進

めるのか 

６月 2 2日 

９ 10 西 沢 慶 一 

〔一括質問〕 

１ 國定市政は市民に対し大変冷たいとの指摘があったことに

ついて 

 ⑴ 子供の医療費助成は県下最低クラス 

 ⑵ 道路はでこぼこ穴だらけ 

２ 100億円をかけて実学系ものづくり大学の建設を進めること

についての市民の心配 

 ⑴ 尐子化が進む中、果たして学生を予定どおり集められるの

６月 2 2日 
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か 

 ⑵ 実習を受け入れる企業を確保できるのか 

 ⑶ 燕市と連携せず三条市単独でやるというが果たしてうま

くいくのか 

 ⑷ 来年着工というのに市民に余りよく知られていない、合意

形成が不十分 

10 20 久 住 久 俊 

〔一括質問〕 

１ 三条市役所三条庁舎の耐震強度と危険性について 

（昭和45年に建設された三条市役所三条庁舎は、47年を経過

している。１日の来庁者は平均500人、ここで働く職員は我々

議員も含めて約400人である。構造耐震指標Ｉｓ値からみて、

直下型の強い地震があった場合倒壊の危険性が非常に高い

と思われるが、我々はこのことに余りにも無自覚過ぎるので

はないか） 

２ 田島橋畔曲渕側堤防上に建つ｢戊辰戦役記念碑｣について 

（ことしは戊辰戦役150周年である。150年前｢戊辰戦役記念

碑｣が建っている近辺で、五十嵐川を挟んで新政府軍と幕府

軍の間で激戦があり、西郷隆盛のすぐ下の弟、西郷吉二郎を

初めとする多数の人々が戦死している。加茂市や新発田市

は、この戊辰の役に自分たちの市がどのようにかかわったの

かマスコミを通してたびたび発信しているが、三条市では維

新回天の最大の立て役者｢西郷隆盛｣の弟がここで戦死して

いることや、ここで激戦があったことすら知らない人が多い

ようだ。ＮＨＫの大河ドラマ｢西郷どん｣が終わらないうち

に、この｢戊辰戦役記念碑｣の存在を内外に発信することを考

えてみなければならないと思う） 

６月 2 2日 

11 １ 長 橋 一 弘 

〔一問一答〕 

１ 三条市の財政再建について 

 ⑴ 三条市の財政状態をどのようにお考えか。現状と３年後の

読み 

 ⑵ 自主財源と義務的経費のバランスの考えは 

 ⑶ 平成28年度｢財政状況資料集｣(総務省)が確定したが所感

は 

 ⑷ 三条市の｢財政規律｣に関して 

 ⑸ 大型事業の投資計画と予算の裏づけ及び返済計画 

 ⑹ 財政の柔軟性確保についての考えは 

 ⑺ 公債費負担適正化(三条市｢公債費負担適正化計画｣)につ

いて 

 ⑻ ｢市債残｣｢合併特例債残｣及び｢臨時財政対策債残｣そして

｢財政調整基金残｣の現状と今後の読みは 

６月 2 5日 

12 13 野 崎 正 志 

〔一括質問〕 

１ 中小企業支援の拡充について 

 ⑴ ものづくり産業の基盤強化について 

 ⑵ ものづくり・商業・サービス補助金について 

６月 2 5日 
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２ はしかの感染予防について 

（はしか流行の対応策をどう考えているのか見解を伺う） 

３ 児童生徒の登下校の安全対策について 

 ⑴ 通学路の合同点検について 

 ⑵ 防犯ブザーの活用について 

 ⑶ 不審者情報発信の効果と課題について 

 ⑷ 防犯教室の実施状況について 

13 ２ 坂 井 良 永 

〔一括質問〕 

１ 農業施策について 

 ⑴ 農業の担い手対策 

  （新規就農者への支援策を充実すべきでないか） 

 ⑵ 土地改良区の水利施設について 

  （揚水機場が老朽化している。支援が必要でないか） 

２ 小規模事業者施設等整備補助金の創設を 

（店舗、工場等の新築、改修などを支援する補助制度を創設

したらどうか） 

３ しらさぎ荘への坂道に安全対策を 

（カーブしている坂道は危険なのでガードレールを設置す

べきでないか） 

４ 避難所の見直しについて 

（災害時における市民の安全のため避難所の見直しが必要

でないか） 

６月 2 5日 

14 21 横 山 一 雄 

〔一括質問〕 

１ 大崎学園周辺の環境整備と大崎中学校移転跡地の有効活用

について 

 ⑴ 子育て環境の整備、住宅団地などについて 

 ⑵ 跡地活用(市の考え方)について 

２ 県央基幹病院設置に係る道路等環境整備について 

 ⑴ 促進期成同盟会の活動状況について 

 ⑵ 現況と課題について 

 ⑶ アクセス道路の整備促進について 

  （新保裏館線、国道289号東大崎拡幅） 

３ 施政方針と多極分散型のまちづくりについて 

 ⑴ 須頃地区以外は人口が減尐していることについて 

 ⑵ 平成28年度の施政方針から述べられている都市計画(用途

地域、道路網のあり方など)の見直しについて 

４ 施政方針と農林業の振興について 

 ⑴ 産業として成り立つ農業の進捗状況について 

 ⑵ 林業の活性化と雇用の創出について 

 ⑶ セイヨウナシ褐色斑点病対策と支援について 

６月 2 5日 

※発言予定日は、議事運営等の都合により変更になることがあります。 


